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研究成果の概要（和文）：生態心理学のアプローチをコミュニケーションや社会的相互行為にも

適用し、アフォーダンスに満ちた身体的なコミュニケーションがいかにして規約的で規範的な

社会的相互行為へと変換していくのかをテーマとして、実証的かつ哲学的な研究を行った。研

究成果に示したように、当初の予定を上回る業績（雑誌論文、書籍、学会発表、講演会、シン

ポジウム）を上げることができ、この新しい分野の発展に大きく貢献できた。 

 
研究成果の概要（英文）：In applying the approach of ecological psychology to the domain of 

communication and social interaction, We have conducted experimental and philosophical 

researches on how communication by human bodies which are filled with affordances for 

interaction is transformed into conventional and normative social interactions. As shown in 

the below accomplishment list, we have achieved more results (papers, books, 

presentations, lecture series, and symposium) than expected in the original plan, and 

contributed to the development of this new domain. 
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１．研究開始当初の背景 

 J.J.ギブソンを先駆者とする生態心理学の
アプローチは、知覚や認知を中心的テーマと
してきたが、ギブソン自身が予告していたよ
うに、コミュニケーションや社会的相互行為
にも適用可能である。しかし、これらの分野
の研究は、現在、国内国際ともに十分に発展
している状況にあるとは言えない。本研究者

たちは、それぞれの分野で生態心理学の観点
を対人関係的な分野に適用する仕事に関心
をもち、個々に研究を行ってきた。 

 ここで必要とされるのは、(1)それぞれの研
究の共通項となる諸概念を哲学的に整備し
つつ、(2)実験、フィールドワーク、ロボット
等を援用した構成的手法を通じて、諸概念の
実効性と存在価値を確認し、(3)人間の相互関
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係性についての生態学的な研究方法論と新
たな探究分野を体系的に確立することであ
る 

 

２．研究の目的 

本研究は、人間のコミュニケーションと社会
的相互行為について生態学的立場をとりな
がら以下の三つの分野の研究を行う。 

（1）生態学的コミュニケーション部門：知
覚と運動を基盤とした、行為者間の非規約
的・非記号的なコミュニケーションと社会的
相互行為を、生態心理学の観点から明らかに
する。（2）社会的行為と環境に関する哲学的
考察部門：アフォーダンスに満ちた身体的な
コミュニケーションが、どのようにして規約
性と恣意性を含んだ社会的相互行為へと変
換していくのかを考察する。 

（3）社会的アフォーダンス部門：言語、法、
社会規範、文化的慣習、宗教のような社会制
度や、さまざまな人工物・文化物が、どのよ
うに私たちの行動を制御し、人間関係と組
織・社会の在り方を形成しているかについて
考察する。 

 

３．研究の方法 

 以上の三つの分野で、心理学やロボティッ
クなどの実証的な研究と、それに基づいた哲
学的・社会学的な考察を関連させながら共同
研究を行い、各部門の成果は、研究者間で共
有され、ひとつのテーマのものに相互に関連
づけられながら総合される。そのために、以
下の共同作業を行う。 
(1)共同研究会の開催 
(2)国内外の関係学会での研究発表 
(3)自主企画の国際シンポジウム・講演会 
(4)関連書籍の出版、共著出版 
(5)ウェブサイトの製作と情報提供 
(6)若手研究者の育成 
 
４．研究成果 
 初年度の平成 21 年度は、基本概念の整備
と共有、 研究現状の整理、 方法論の考察の
ため、 具体的に以下の研究分野の共同企画
を行った。 
(1) 研究会の開催：第１回（7 月 31 日、 立
教大学）では、 計画全体の確認と研究発表
（報告者：佐古仁志）を行った。第 2 回（9
月 5日、 立教大学）では、 研究発表（河野、 
川原由佳里、 谷津裕子）と情報交換を行っ
た。 
(2)学会での研究発表： 
①科学基礎論学会2009度大会 （5月14日、 
大阪市立大学）ワークショップ「遊びの中で
生まれるロボットの心」 提題：丸山、 河野
（聴衆約 30 名） 
②International Conference on Perception 
and Action （7 月 12～17 日、 米ミネアポ

リス） への参加: 河野・三島ほか（聴衆約
200 名） 
③日本心理学会第73回大会 （8月 28日、 立
命館大学）、 ワークショップ「進化と発達に
ついての生態学的アプローチと発達システ
ム論」を開催: 提題者：丸山、青山、 佐古、 
企画者：三嶋・河野（聴衆約 80 名） 
④日本科学哲学会第42回大会 （11月 22日、 
高千穂大学）ワークショップ「プラグマティ
ズムから生態心理学へ： 意識と環境の実在
論」、 提題者：伊藤邦武、 三嶋、 齋藤暢人、 
オーガナイザー・司会：河野（聴衆約 150 名） 
(3) 公開連続講演会：トニー・チェメロ氏（フ
ランクリン・マーシャル・カレッジ心理学部）
を招聘し、 立教大学で、 12 月 13 日「ラデ
ィカルな身体性認知科学」、 12 月 17 日「認
知科学におけるダイナミックス、データ、ノ
イズ」の講演会 2回と情報交換を行った。（聴
衆約 50 名） 
(4) 本研究ウェブサイト立ち上げた。 
  
二年度目の平成 22 年度は、初年度に構築

した基本概念の整備とその共通了解を以下
のような具体的な共同研究発表のかたちで
推進した。 
(1)自主企画シンポジウム・講演会： 
①公開シンポジウム、第一回研究協議会：「コ
ミュニケーション研究、発達障害研究へのロ
ボティクス、メディア技術、コンピュータシ
ミュレーションモデルの応用可能性」提題
者：綾屋・佐藤・三輪・岡田・小嶋、2010 年
9月 23日(東京大学)を開催し（聴衆約50名）、
情報交換を行った。 
②公開シンポジウム、第二回研究協議会：「神
経障害と身体の現象学」講演者：ジョナサ
ン・コール（Poole Hospital）「中から見た
メビウス症：顔の表情のない生活」, 指定討
論者：川口有美子、2010 年 11 月 3 日（立教
大学池袋）を開催（聴衆約 80 名）し、情報
交換を行った。 
③公開連続講演会：ブランディーヌ・ブリル
氏（フランス社会科学高等研究所）を招聘し、
連続講演会「運動学習と生態心理学」3 回
（2011 年 1 月 17 日立教大学, 1 月 19 日, 1
月 20 日東京大学, 聴衆各約 50 名）と情報交
換を行った。 
④公開シンポジウム：2011 年 3 月 12 日に開
催予定であったシンポジウム「身体運動、ユ
ニバーサルデザイン、アフォーダンス」は、
東日本大震災のため延期とした。 
(2)学会での研究発表：  
①日本心理学会第 74 回大会, ワークショッ
プ「脳は記憶現象にどのようにかかわってい
るのだろうか：生態学的記憶論と記憶の脳科
学」企画者: 森・三嶋・河野, 2010 年 9 月
20 日（聴衆約 100 名）  
②第 20 回インテリジェント・システム・シ



ンポジウム（FAN2010）企画セクション「発
達／進化への生態心理学的アプローチ」, 
2010 年 9 月 26 日,提題者：丸山・青山・佐古・
三嶋・河野（聴衆約 30 名） 
  

最終年度の平成 23 年度は、これまでの研
究会やシンポジウム、学会発表を通じて共有
してきた知見をもとにして、以下のような個
人研究発表・共同研究発表を行い、3 年間の
研究の総括を行った。 
(1)公開シンポジウムの開催：「身体運動、ユ
ニバーサル・デザイン、アフォーダンス」（12
月 11 日、参加者 50 名） 
(2)関係学会での研究発表： 
①第 14 回国際理論心理学会（6 月 27 日～7
月 1日、テッサロニキ大学、ギリシャ）での
個人発表・共同発表 
②第 16 回知覚と行為に関する国際会議（7 月
6 日～10 日、オーロ・プレット、ブラジル）
での個人発表とポスター発表 
③日本心理学会第76回大会（9月15～17日、
日本大学文理学部）、ワークショップ「言語
の個体発生過程の記述と分析」（参加者 50名）、
ワークショップ「言葉は環境とともにある」
（参加者 80 名） 
④応用哲学会臨時研究会（9 月 23～25 日、京
都大学）ワークショップ「拡張した心と人工
物の存在論」 
（3）自主企画公開講演会の開催： 
・オーギュスタン・ベルク氏招聘講演会「自
然という文化」（6月 24 日、参加者 100 名） 
  

以上のように、東日本大震災という外在的
要因による公開シンポジウムや招聘講演会
の開催の遅れを除けば、予定通りの成果を出
すことができた。 
 各研究グループでの研究や個々人の研究
者の成果も十分であり、多くの協同の学会発
表やシンポジウムを組織できた。さらに、継
続的な研究への方向付けとアンソロジーの
シリーズ出版に向けての具体的な作業を行
うことができ、当初に予定していた研究計画
を十二分に達成することができた。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 

〔雑誌論文〕（計 17 件） 

①吉池佑太、小嶋宏幸、P. Ravindra De Silva、
岡田美智男、Mawari: 参加メタファに基づく
ソーシャルインタフェースの提案、ヒューマ
ンインタフェース学会論文誌、査読有、13(1)、
2011、1-8． 
②河野哲也、「拡張した心」のなかの脳：哲
学的心身論の視点、環境と健康、査読有、24、
2011、315-324． 

③河野哲也、ウィルダネスとホームレスネ
ス：荒野・大海原と家のないこと、Heidegger- 
Forum、査読無、5、2011、110-123． 
④河野哲也、シモンドンの知覚論、フランス
哲学･思想研究、査読無、16、2011、25-33． 
⑤ Yuto Yamaji, Taisuke Miyake, Yuta 
Yoshiike, Ravindra De Silva and Michio 
Okada、STB: Child-Dependent Sociable Trash 
Box 、 International Journal of Social 
Robotics、査読有、Vol.3、 2011、359-370． 
⑥Mori, Naohisa、Where are we going beyond 
the archive metaphor? 、 Culture & 
Psychology、査読 有、17、2011、11-19． 
⑦柳澤田実、カリス＝借金帳消しのリアリズ
ム：福音書に対する生態心理学的アプローチ、
南山神学、査読無 、33、2010、35～60． 
⑧KONO, Tetsuya、The ‘extended mind’ 
approach for a new paradigm of psychology、 
Integrative Psychology and Behavioral 
Science、査読有、44、2010、329-339． 
⑨ KONO, Tetsuya 、 Personality and 
Irrationality in Merleau-Ponty’s 
Philosophy、Chiasmi international、査読
有、12、2010、261-272．  
⑩Hiroaki Ishiguro、Speech Genres Used 
During Lunchtime Conversations of young 
children 、 In Junefelt, K.& Nordin, 
P.(Eds.), Proceedings from the Second 
International Interdisciplinary 
Conference on Perspectives and Limits of  
Dialogism in Mikhail Bakhtin、査読有、2010、
55－59． 
⑪染谷昌義、経験の必要性―民主的エートス
としての経験、at プラス(太田出版)、査読無、
6、2010、87-99． 
⑫柏端達也、継承と拡散 ──「形而上学」
は再興するか、哲學、査読無、61、2 010 、
53-67． 
⑬Tetsuya Kono、Social Affordances and the 
Possibility of Ecological Linguistics、 
Integrative Psychology and Behavioral 
Science、査読あり、43、2009、356-373. 
⑭吉池佑太、岡田美智男、ソーシャルな存在
とは何か― Sociable PC に対する同型性の
帰属傾向について、電子情報通信学会論文誌、

査読有、Vol.J92-A、No.11、2009、743-751. 
⑮岡田美智男、ソーシャルなロボティクスと
会話分析研究との接点を探る ― 社会的相
互行為に立ち会う視点の位置を巡って ―、
認知科学 、査読無 、Vol.16, No.4、2009、
487-493. 
⑯柏端達也、性質の形而上学と因果性に向け
て、科学基礎論研究（科学基礎論学会）、査
読無、 112 号、2009、27-28. 
⑰染谷昌義、行動を生け捕りするーダーウィ
ンのミミズの研究、現代思想、査読無、37 巻
−5 号、2009、136〜153． 



 
〔学会発表〕（計 44 件） 

①三嶋博之、行為の時間構造に関する生態学
的アプローチ: 行為をガイドする情報を探
る、早稲田大学応用脳科学研究所主催シンポ
ジウム、2012 年 3 月 28 日、早稲田大学． 
②森松秀樹・酒本穂積・菊池雄介・牧野遼作・
三嶋博之 「ミラーニューロン×アフォーダ
ンス」第２回「生態心理学とリハビリテーシ
ョンの融合」研究会、2012 年 3 月 4 日、京都
医健専門学校． 
③三嶋博之・古山宣洋、脳を包囲する身体と
環境～今後の展望、第２回「生態心理学とリ
ハビリテーションの融合」研究会、2012 年 3
月 4日、 京都医健専門学校 
④Hiroaki Ishiguro、How to “unlearn” 
self, others and the world in writing、 
World Education Research Association  
Focal Meeting、December,16,2011、National 
Sun Yat-sen University (NSYSU), Kaohsiung, 
Taiwan． 
⑤ Michio Okada 、 Designing Sociable 
Creatures for Symbiotic Relations with 
Human、International Symposium on EcoTopia 
Science '11 (ISETS'11) 、 2011/12/11 、 
Nagoya Univ. (Japan)． 
⑥河野哲也、心理学のテーマとしての身体、 
日本質的心理学会第 8 回大会、2011 年 11 月
26 日、安田女子大学． 
⑦Naoki Ohshima, Yuta Yamaguchi, Ravindra 
De Silva, and Michio Okada 、 Sociable 
Spotlights: Cognitive Artifacts to 
Enhance Engagement in Conversation 、
International Conference on Social 
Robotics 2011 (ICSR2011) 2011/11/24 、
Amsterdam (The Netherlands)． 
⑧河野哲也、心理学における記憶と人格の概
念、日本科学哲学会第 44 回大会、2011 年 11
月 20 日、日本大学文理学部． 
⑨森直久、体験者の持続と生態学的想起論、 
日本科学哲学会第 44 回大会、2011 年 11 月
20 日、 日本大学． 
⑩柏端達也、現代の分析的形而上学における
若干の「カント的」概念について（シンポジ
ウム「カントと形而上学」での提題）、日本
カント協会、2011 年 11 月 12 日、首都大学東
京． 
⑪染谷昌義、アフォーダンスの配置換えとし
ての人工環境：一歩進んだエコロジカル・ア
プローチ、応用哲学会臨時大会ワークショッ
プ「拡張した心と人工物の存在論」、2011 年
9 月 24 日、京都大学吉田校舎． 
⑫河野哲也、葛藤の言語発達論へ、第 75 回
日本心理学会大会, ワークショップ 2011年
9 月 15 日、日本大学文理学部． 
⑬染谷昌義、プラグマティズムの言語観：機
能、使用からコミュニティーの形成へ、日本

心理学会第 75 回大会ワークショップ「言語
は環境とともにある―言語への生態学的ア
プローチの展開」、2011 年 9 月 15 日、 日本
大学桜ヶ丘校舎． 
⑭森直久、体験の質は想起の形式に現れる：
二例目の分析、日本心理学会第 75 回大会、
2011 年 9 月 15 日、日本大学． 
⑮Hiroaki Ishiguro、Writing to unlearn 
understandings of self, others, and the 
world、Third ISCAR Congress、Sep.9, 2011、
Univ. of Rome, Italy． 
⑯Mori, Naohisa、A socio-ecological theory 
of remembering: The (re) introduction of 
the particularity and the historicity to 
socio-cultural remembering 、 3rd ISCAR 
Congress 、2011 年 9 月 8 日、 Rome, Italy． 
⑰Kono, Tetsuya、Biosemiotics as a New 
Ontology for Psychology、 14th Biennial 
Conference of the International Society 
for Theoretical Psychology、 June 28th, 
2011、The University of Thessaloniki． 
⑱ Kono, Tetsuya, and Kitano, Yasuko 、
Rethinking Consciousness and 
Communication、The 15th annual meeting of 
the ASSC June 11, 2011、 The University of 
Kyoto． 
⑲柏端達也、時間の非対称性と価値や幸福の
問題、日本時間学会・山口大学時間学研究所、
2011 年 6 月 11 日、山口大学． 
⑳Kono, Tetsuya、The Problems of Extended 
Mind and Ecological Psychology 、 16th 
International Conference on Perception 
and Action、July 9th, 2011、The Estalagem 
das Minas Gerais hotel, Ouro Preto, Brazil 
㉑Yuta Yoshiike, Takashi Fukui, Ravindra 
De Silva and Michio Okada 、 ROBOMO: A 
Futuristic Personalized-Accompanying 
Sociable Creature、ICRA2011 Workshop on 
Robots and Art, Frontiers in 
Human-Centered Robotics as Seen by the 
Arts、2011/5/13、Shanghai (China)． 
㉒Yu Arita, Taisuke Miyake, Naoki Yamamoto, 
P.Ravindra S De Silva, and Michio Okada、
HINOCO - An Interface to Colligate the 
Virtual-World and Real-World 、 Virtual 
Reality International Conference  
(VRIC 2011)、2011/4/6、 Laval (France)． 
㉓河野哲也、「表象」概念の解釈と生態学的
記号論、第 22 回日本発達心理学会大会 2011
年 3 月 25 日、東京学芸大学小金井キャンパ
ス． 
㉔ Yuta Yoshiike, Hiroyuki Ojima, P. 
Ravindra S De Silva and Michio Okada、
MAWARI: An Interactive Social Interface、 
6th ACM/IEEE International Conference on 
Human-Robot Interaction、March 6-9, 2011、
Lausanne, Switzerland 



㉕ KONO, Tetsuya、Brain in the “Extended 
Mind” 、 The Kadota Fund International 
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